
〇 申告書の提出日又は発送日

を記入してください。 

資産の所在は南魚沼市です。 

○ 8 と記入して

ください。 

☆マイナンバー記入欄☆ 
３．個人番号、または法人番

号を記入してください。 

４．事業種目を記入してくだ

さい。法人の場合は資本

金を記入してください。 

５.事業開始年月日

を記入してくだ

さい。 

６.直接の担当者の氏名

及び電話番号を記入

してください。 

７.受託税理士等の氏

名、連絡先を記入し

てください。 

【申告書 

記入例①】 

 

 

 

8～14.は該当す

る事項に○を付

してください。 

 
１. 所有者の

住所 

住所又は納

税通知書の送

付先（ふりが

な）、電話番

号、ビル名等

の方書きを記

入してくださ

い。 

15.所在地 

資産の所在地

を記入してくだ

さい。２箇所以

上ある場合は、

それぞれを記入

し、主たる番号

に○印を付して

ください。 

２. 所有者の

氏名 

氏名又は法人

名を記入して

ください。法

人の場合は代

表者名、商号

等を記入して

ください。 

押印不要 

16.借用資産 

 借用資産の有

無について該当

に○を付してく

ださい。有りの

場合は貸主の名

称を記入してく

ださい。 

17.所有区分 

 該当に○を付

してください。 ○当市の電子

計算機で計算

しますので、

記入の必要は

ありません。

ただし、自社

電算機で処理

して申告する

方は記入して

ください。

（帳簿価額は

記入の必要は

ありませ

ん。） 

18.備考 
添付した書類の

名称及び枚数を記

入してください。

納税管理人を定め

ている場合は、そ

の者の住所、氏名

を記入してくださ

い。 

※異動がない場

合は、「異動な

し」と記入して

ください。 

○ 前年前に取得したもの（イ） 

令和 7 年 1 月 1 日現在取得合計（前年度

申告書の計の金額（二））を種類別に記入

してください。 

○ 前年中に減少したもの（ロ） 

令和 7年 1月 2日から令和 8年 1月 1日まで

に減少した資産の取得価額の合計を、種類別に

記入してください。 

○ 前年中に取得したもの（ハ） 

令和 7年 1月 2日から令和 8年 1月 1日まで

に取得した資産の取得価額の合計を、種別に

記入してください。 

○ 今年度の償却資産の計（二） 

令和 8 年 1 月 1 日現在の償却資産の取得

価額の種類別の計を記入してください。 

（二）＝（イ）－（ロ）+（ハ） 

法人様は法人番号 13 桁 

個人事業主様は個人番号 12 桁  

精密機械製造業 

    3,000 

昭和 32   4   

経理係 東 三郎  

    03局 0000-0000番 

○ 

南魚 太郎  

    03局 0001-0005番 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

15 

16 

17 

18 

令和 
令和 

令和 

案内文・申告書・明細書不要 



○ 8 と記

入してく

ださい。 

○ 取得年月を記入してください。 
資産を取得（購入、製作等）した年月を記入してください。年号

は、明治・1、大正・2、昭和・3、平成・4、令和・5 としてください。 

○ 所有者名 

氏名又は法人名

を記入してください。 

○ ページ数 

明細書ごとのページ数とその内

の何ページか記入してください。 

○ 適 要 

課税標準の特例の場合は「特例」と記入してください。省令改正により

耐用年数を変更する場合は「省令改正」と記入し改正前の年数を記入。 

【申告書 

記入例②】 

 

 

○増加事由 

 欄外の理

由 を 参 考

に該当す

る 番 号 に

○を付して

ください。 

今年初めて申告

される方は、令

和 8年 1月 1

日の全資産を記

入してください。 

＊この欄は

記入する必

要はありま

せん。 

○資産の種類 

1.構築物  

2.機械及び装置 

3.船舶 

4.航空機 

5.車両及び運搬

具 

6.工具及び備品 

の該当する数字

を記入してくださ

い。 

○ 資産コード 

記入する必要はありませんが、各

事業所で整理番号等必要な場合

は８字以内で記入してください。 

○ 資産の名称等 

品名、規格、形式等を３０字以内

で記入してください。２０字をこえる

ときは目盛りを無視してください。 

○ 数量 

 個数、面積、距離等

を記入してください。単

位は、不要です。 

○ 取得価額 

 資産を取得するための金額（運賃、荷役費、手数料等

含む）を記入してください。圧縮記帳は地方税法上で認め

られませんので圧縮前の取得価額で記入してください。 

○ 耐用年数 

 減価償却耐用年数に関

する省令に掲げる耐用年

数を記入してください。 

 

○  8 と記入

してくださ

い。 

○ 取得年月を記入してください。 
資産を取得（購入、製作等）した年月を記入してください。年号

は、明治・1、大正・2、昭和・3、平成・4、令和・5 としてください。 

○ 所有者名 

氏名又は法人名を記

入してください。 

○ ページ数 

明細書ごとのページ数とその内

の何ページか記入してください。 

○ 適 要 
減少した事由により売却先の名称、滅失理由、移動先等を記

入してください。その他必要事項を記入してください。 

【申告書 

記入例③】 

 

 

 

○減少事由

及び区分 

 減少した事

由を該当す

る番号に○

を付してくだ

さい。 

○資産の種類 

1.構築物  

2.機械及び装置  

3.船舶 

4.航空機 

5.車両及び運搬

具 

6.工具及び備品 

の該当する数字

を記入してくださ

い。 
○ 資産コード 

添付の種類別明細書（一覧表）より

減少した資産の品目番号（１点№）を記

入してください。 

○ 資産の名称 

減少した資産の名称を

記入してください。 

○ 数量 

減少した資産の数

量を記入してくださ

い。 

○ 取得価額 

 減少した資産の取得金額を記入してください。資産の一部が減少した場

合は、当該資産の減少した部分に対応する取得価額で記入してください。 

 

＊耐用年数を記

入してください。 

 

8 

8 

令和 

8 

令和 


